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第９回みやぎ児童・生徒「木工工作」コンクール本審査出典作品一覧 

 

平成２８年９月２１日 

 

低学年（１～２年生）の部［出典：１３作品］ 

No.小低９：登米市西郷小学校２年生 髙橋 椿 （たかはし つばき） 

作品名：「ふくろうの森」 

作品の説明：ふくろうが木にとまっているようすをそうぞうしながら作りました。木にひもを通すところがむずかしかっ

たです。 

 

 

No.小低１２：東松島市立鳴瀬桜華小学校２年生 成澤 佑樹 （なりさわ ゆうき） 

作品名：「ノコギリクワガタとカブトムシ」 

作品の説明：松ぼっくりの実を一枚ずつはってノコギリクワガタとカブトムシを作りました。ボンドではるのが難しかっ

たです。でもかっこよくできました。 

 

 

県知事賞 

教育長賞 
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No.小低６：大崎市立長岡小学校１年生 佐々木 陽菜 （ささき ひな） 

作品名：「とりのすばこ」 

作品の説明：木の枝を一本一本ていねいにつけました。とりがよろこんでくれるといいなあと思いながらつくりました。 

 

 

No.小低８：栗原市立栗駒小学校２年生 菅原 聖斗 （すがわら まさと） 

作品名：「けん玉」 

作品の説明：木の枝とつるで、じょうぶなけん玉を作りました。たくさん遊べます。 

 

 

No.小低１：角田市立西根小学校１年生 伏見 航太郎 （ふしみ こうたろう） 

作品名：「かぶとむしのとけい」 

作品の説明：きのえだをかぶとむしのつのみたいにみえるようにつくった。おねえちゃんのおへやにかざってあげようか

な？ 

 

教育長賞 

宮城県木材同友会会長賞 

宮城木材文化ホール運営委員長賞 
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No.小低７：栗原市立栗駒小学校２年生 坂田 快士 （さかた かいと） 

作品名：「木の家」 

作品の説明：同じ太さの枝や、木の皮などを集めて工夫して作ることができました。 

 

 

No.小低２：角田市立西根小学校２年生 村上 芽彩 （むらかみ めい） 

作品名：「ふくろうさんのペンたて」 

作品の説明：どんぐりやきのえだ、ちいさいまつぼっくりをつかって、ペンたてをつくりました。 

 

 

No.小低３：富谷町立明石台小学校２年生 畳指 丈 （たたみさし じょう） 

作品名：「うみの中の一ばんぼし」 

作品の説明：うみで、ひろったりゅう木をくみあわせて、作りました。むずかしいところを、お父さんにてつだって、も

らいました。 

 

宮城県木材協同組合長賞 
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No.小低４：仙台市立七郷小学校２年生 金子 喜和 （かねこ きわ） 

作品名：「流木の鳥小屋」 

作品の説明：荒浜で拾った流木を使いました。父と祖父にも手伝ってもらい上手にできました。 

 

 

No.小低５：大崎市立池月小学校１年生 阿部 華穂 （あべ かほ） 

作品名：「おたまですよ」 

作品の説明：お父さんといっしょにパソコンをみてつくりました。木をけずるのがむずかしかったです。 

 

 

No.小低１０：登米市立加賀野小学校２年生 保科 怜哉 （ほしな りゅうや） 

作品名：「カブトムシ」 

作品の説明：森の中にいるカブトムシとセミのよう虫です。はっぱや木のえだは本ものをつかっています。ちょうどいい

木をさがすのがとてもたいへんでした。 
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No.小低１１：石巻市立須江小学校２年生 大森 菜湖美 （おおもり なこみ） 

作品名：「小鳥のおうち」 

作品の説明：森の中に，こんな赤い屋根のかわいい小鳥の家があったらいいなと思いました。屋根の鳥もなかまをよんで

いるみたい。 

 

 

 

No.小低１３：気仙沼市立小原木小学校１年生 藤村 颯南 （ふじむら るな） 

作品名：「木のメリーゴーランド」 

作品の説明：木のメリーゴーランドをつくりました。回すとぐるぐる上がったり、下がったりするところを工夫しました。 
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中学年（３～４年生）の部［出典：１３作品］ 

No.小中１３：気仙沼市立鹿折小学校３年生 菊池 確 （きくち たしか） 

作品名：「シン・ゴジラ」 

作品の説明：背中のトゲや手足が動くように工夫しました。 

 

 

No.小中４：名取市立相互台小学校４年生 近藤 葉音 （こんどう はお） 

作品名：「木からうまれた虫たち」 

作品の説明：木の大きいの小さいのをこうごにつけるのがむずかしかったです。かたつむりをつけるのがむずかしかった

です。 

 

 

 

 

 

県知事賞 

教育長賞 
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No.小中６：加美町立鹿原小学校４年生 矢瀧 そら （やたき そら） 

作品名：「ツリーハウス（木の家）」 

作品の説明：この工作をやってむずかしかった所は、木の枝を選び長さを調整したことです。かたい木はなかなか切れず

大へんでした。 

 

 

No.小中３：仙台市立泉松陵小学校４年生 岡本 穂乃華 （おかもと ほのか） 

作品名：「天国と地ごくのひみつきち」 

作品の説明：ひみつきちが天国で遊具が地ごくをイメージしました。人間も動物も虫たちも一緒に遊べる楽しいひみつき

ちになっています。 

 

 

教育長賞 

宮城木材文化ホール運営委員長賞 
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No.小中１：角田市立西根小学校３年生 村上 翠 （むらかみ あき） 

作品名：「森のふくろうたち」 

作品の説明：木の枝と、まつぼくりを集めてまつぼっくりは、ふくろうにしてどんぐりは、小鳥にしました。べんきょう

が楽しくなりそうだと思いました。 

 

No.小中５：大崎市立東大崎小学校４年生 佐々木 乃々香 （ささき ののか） 

作品名：「森のおべんとう」 

作品の説明：家族と出かけた時に拾っていた木やえだを使って作りました。タコさんウィンナ－が大変でした。 

 

No.小中２：角田市立西根小学校３年生 長谷川 凜 （はせがわ りん） 

作品名：「つくえとペン立て」 

作品の説明：お父さんに手つだってもらいながら、つくえとペン立てをつくりました。ペン立てのあなには、ペンをさし

ます。つくえのひきだしには、友だちからの手紙を入れます。 

 

宮城県木材協同組合長賞 

宮城県木材同友会会長賞 
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No.小中７：栗原市立栗駒小学校３年生 菅原 優斗 （すがわら ゆうと） 

作品名：「メリーゴーランド」 

作品の説明：よく回るように木に糸を取りつけるところが、とてもむずかしかったです。 

 

 

No.小中８：栗原市立栗駒小学校３年生 後藤 翼空 （ごとう はく） 

作品名：「目玉ハウス」 

作品の説明：自分の家の裏山で竹や木の材料を集めて作りました。ぼくの、こんな家に住んでみたいです。 
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No.小中９：登米市立西郷小学校４年生 高橋 涼 （たかはし りょう） 

作品名：「竪穴式住居」 

作品の説明：木の骨組みに，わらをひもでつないで作りました。昔の時代をイメージして作りました。 

 

 

No.小中１０：登米市立加賀野小学校４年生 副島 瞳 （そえじま ひとみ） 

作品名：「森の公園」 

作品の説明：お母さんの実家の裏山から材料を集めました。くるみではりねずみを作ったのが工夫しました。 

 

No.小中１１：東松島市立鳴瀬桜華小学校３年生 房間 禾倫 （ふさま かりん） 

作品名：「水そうの中の金魚たち」 

作品の説明：家で飼っていた金魚が死んでしまい，さびしくなったので作ろうと思いました。金魚の姿を思い出しながら

作りました。 
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No.小中１２：石巻市立須江小学校４年生 齋藤 楓 （さいとう かえで） 

作品名：「ぼくの本だな」 

作品の説明：ぼくの好きな本をたくさん並べたくて、机の上に置ける本だなを作りました。大好きな青緑色がポイントで

す。 
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高学年（５～６年生）の部［出典：１１作品］ 

No.小高４：仙台市立七郷小学校６年生 川村 拓大 （かわむら ひろと） 

作品名：「森のタイコ祭り」 

作品の説明：昨年見た、温泉のタイコ演奏を思い出しながら作りました。人の手足の大きさに合う形の材料を探すのに苦

労しました。 

 

 

 

No.小高５：大崎市立敷玉小学校５年生 菅原 利玖 （すがわら りく） 

作品名：「日本地図」 

作品の説明：糸ノコを使って長時間かけて、「木目パズル」を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県知事賞 

教育長賞 
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No.小高２：柴田町立西住小学校６年生 小野 蓮斗 （おの れんと） 

作品名：「ログハウス」 

作品の説明：材料の木などは、おじいちゃんと一緒に蔵王の山へとりに行きました。将来、こんな木に囲まれた家に住み

たいと想像して作りました。 

 

 

 

No.小高６：大崎市立長岡小学校６年生 伊藤 歌恋 （いとう かれん） 

作品名：「プランター」 

作品の説明：板を切って組み立てました。バーナ－でこげ目をつけたのがポイントです。 

 

 

 

 

 

教育長賞 

宮城県木材協同組合長賞 
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No.小高３：仙台市立黒松小学校５年生 三浦 稟夢 （みうら りずむ） 

作品名：「森ゴジラ」 

作品の説明：映画を見て好きになったゴジラを河原や公園などにあった材料を生かして作りました。 

 

 

 

No.小高９：登米市立西郷小学校６年生 佐々木 蓮 （ささき れん） 

作品名：「万年カレンダー」 

作品の説明：いつまでもずっと使えるカレンダーがほしくて作りました。 

 

 

 

 

 

宮城県木材同友会会長賞 

宮城木材文化ホール運営委員長賞 
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No.小高１：角田市立西根小学校６年生 高橋 光希 （たかはし こうき） 

作品名：「ドングリの挑戦」 

作品の説明：ドングリが、いろいろなステージで、挑戦して、その時の顔やこわさを表現したりしました。 

 

No.小高７：栗原市立玉沢小学校６年生 佐藤 煌太郎 （さとう こうたろう） 

作品名：「松ぼっくりカメ」 

作品の説明：家の周りにある松ぼっくりを使ってつくりました。カメの腹にしっかりと松ぼっくりをつめました。うまく

できたと思います。 

 

No.小高８：栗原市立一迫小学校５年生 狩野 蒼太 （かりの そうた） 

作品名：「ロボット」 

作品の説明：バランス良く立つように、難しかったけど工夫をしました。木と木の組み合わせを考えるのが楽しかったで

す。 
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No.小高１０：登米市立加賀野小学校６年生 千葉 桐耶 （ちば とうや） 

作品名：「サイドテーブル」 

作品の説明：タイヤをつけたことで，どこにでも移動ができるように工夫しました。ベッドのわきに置いて，いろいろな

物を置くためにサイドテーブルを作りました。 

 

 

 

No.小高１１：東松島市立鳴瀬桜華小学校６年生 亀山 俊斗 （かめやま しゅんと） 

作品名：「ティッシュ箱」 

作品の説明：家にあった木の板を切り合わせて，好きな色をぬってティッシュを入れる箱に仕上げました。 
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特別支援学校の部［出典：２作品］ ※高学年の部と一緒に審査を行った 

No.小高１２：仙台市立田子小学校５年生 大枝 奈々 （おおえだ なな） 

作品名：「うさぎのカスタネット」 

作品の説明：うさぎの絵は絵の具でかきました。目や口など、細かい部分をかくのはむずかしかったです。 

 

 

 

No.小高１３：仙台市立田子小学校６年生 加藤 雛埜 （かとう ひなの） 

作品名：「スパイスＢＯＸ」 

作品の説明：最初に木の箱を作りました。次にメープル色に塗りました。大好きな『そうめんかぼちゃ』を食べたときに

たくさん種があったので、それを飾ってみました。バジルとかのスパイスを入れるスパイスＢＯＸです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県木材協同組合長賞 

宮城県木材同友会会長賞 
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○審査会の様子 

 


